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２０１６熊本地震



古代都市：アンコール遺跡群の可視化 マヤ古代遺跡の可視化



地形画像診断
Terrain Diagnostic Imaging 地形判読から地形画像診断へ 例：段丘地形

鈴木隆介「建設技術者のための地形読図入門」



微地形表現図の優位性



地形画像診断の流れ

UAVレーザ計測
10万点毎秒
精度２㎝

３次元計測点群

点群断面表示

植生除去後、地形表示

現況地形

地形画像

地形画像診断

UAVレーザ測量



河川水中部の可視化
斜面災害

網状流の可視化



デジタル化、オープンデータ化：熱海の土石流災害



災害時の最重要課題
安否確認

各種情報の可視化

1. 被災前後の画像を重合
2. 住民台帳
3. 携帯電話と紐付け



オープンデータによる災害状況の可視化
➢ 能登半島地震の例

https://story-ujv.com/opendata/noto/index.html





上下変位を伴う線状の地表変状:石川県珠洲市若山町

現地調査:
2024/1/30-2/2

鹿磯（かいそ）漁港岸壁（物揚場）
（石川県輪島市）:2024/2/2

津波よる被害



医療現場
⇒患者との会話・問診可能
⇒最新の機器が使用可能



ボーリングコアの画像診断技術を用いた
地質情報のDX化

ボーリングコア処理の現状

• コアは地下の岩石を手に取って観察

• 地質調査の最も重要な要素

• 柱状図は地質調査の基本

• 「ボーリング柱状図作成及びボーリングコ
ア取扱い・保管要領(案)・同解説」に従い

• コアは丁寧にコア箱に収納

• コアパックを外し

• コア表面のマッドケーキを洗浄・除去



コア写真の課題

• 写真はコア箱を正対して撮影

• 表の面のみで、側面・裏面写真が無い

• 亀裂方向，内部の礫などの情報が不明瞭

• 柱状図に記載するが，物証写真が少ない

• 断層，破砕帯，地すべり面などの情報

• 鏡肌やせん断構造の記載

• コアを割ると再度観察が出来ない

「ボーリング柱状図作成及びボーリングコア取扱い・保管要領(案)・同解説」より

• 時間変化

• 応力解放により割目が顕在化

• 乾湿繰り返し変化

• スレーキング

• 含有粘土鉱物による膨潤化

• 処理時間の迅速化

• 採取後のコア処理・写真撮影・記載処理時間

• コアの劣化過程

• その後の地山評価では貴重な情報

• 経時変化を複数回記録する仕組みがない

• コアの保管場所



コア処理・柱状図作成

• 肉眼観察により柱状図作成

• 報告書には柱状図は必須

• 柱状図は地盤情報データベース化

• 肉眼観察の柱状図作成は個人差が生じる

• コアスケッチや破砕度区分

• 個人の能力に依存

• 過去のコアの評価・判定は困難を伴う

•数カ月・数年後にコアの再度観察は稀

•柱状図と低解像度コア写真情報

• ボーリングコア処理は重労働

• コアは重い

• コア処理に長時間が必要

• その労働環境は半世紀前のまま

• じっくりコア観察する時間がない

• 熟練者が若手を教育する時間がない

「脇坂ほか（2012）地す
べり移動体を特徴づける
破砕岩」より



コアの可視化技術

現状

• 国内の地質系研究機関

• コアのＸ線撮影が標準

• 民間利用制度

• 産総研や高知コアセンター

• 土木地質分野の膨大なコアを運搬・撮影

• 現実的には難しい

• 土木地質分野コアの可視化技術の環境整備が課題

• コアの画像処理（Ｘ線画像・可視画像：コア写真）

• 条件：

• 装置を運搬・撮影⇒可搬型（検診車）

• 資格不要・簡便で迅速な操作⇒自動化
• デジタルアーカイブ化

• 繰り返し撮影



①透過型Ｘ線コアスキャナ：コア１本毎



Ｘ線コアスキャナ（可搬型）

• コアパックのまま
• マッドケーキ付着のまま
• 迅速化：30秒
• １箱分のコアの透過X線画像

• 解像度0.8㎜

• ネガポジ変換
• 諧調補正

②コア箱のまま



１箱分のコアの透過X線画像
解像度0.8㎜
ネガポジ変換



コア検診車

③コア検診車



同時に、７画像ファイルを出力



4Kカラー写真

Ｘ線写真



コアの詳細観察

４K 複数人でWEBで
大型モニターで議論



過去コアの事例

堆積構造や
礫層が明瞭に可視化

数年前のコアの再撮影も容易：１００箱 半日で完了



4Kカラー写真

グレイスケール

モノクロ写真



4K写真

Ｘ線写真





4Kカラー写真 グレイスケールモノクロ写真Ｘ線写真 コアの多面的観察の必要性



コア画像ビュア

• 孔口から深度方向の連続コア

• 高解像度写真とX線画像を

• 連続的にCRTに表示

• 自由に拡大・縮小が可能

• コアを高解像で自由に観察

• DX化で重要なこと

• データのトレーサビリティの担保

• 地すべり調査では，

• 地形断面に複数のボーリングの柱状図や
破砕度区分図を並べた地下構造が描かれ，

• すべり面の判定が行われる．

• 判定の物証となるのは，実はコア写真等の１
次データである．この情報がすべり面の判断
を行う際に瞬時に画面表示されることで，柱
状図や破砕度区分の客観性が担保される．





現状 DX化

「脇坂ほか（2012）地すべり移
動体を特徴づける破砕岩」より





点群による地形画像とコアスキャナ技術が拓く地形・地質情報のDX化

➢ 点群による地形画像
➢ 圧倒的な情報量
➢ 解釈からファクトデータ

➢ 地形画像⇒地形判読からの脱却
➢ 難しいことをわかりやすく
➢ 等高線図から地形画像へ

コアスキャナ技術
➢ ４Kコア写真：圧倒的な情報量
➢ Ｘ線写真：多面的な評価
➢ 柱状図からコア画像診断へ
➢ 解釈図からファクトデータへ
➢ トレーサビリティ

➢ コアビュア
➢ 深さ方向での観察
➢ 高品質コアを生かそう
➢ 地下を容易に観察しよう


